
講師：永井登志樹 氏 （菅江真澄研究会 副会長）

会場：秋田大学大学院国際資源学研究科 附属鉱業博物館 講堂

日時：令和7年9月7日（日） 13：30-15：00

〒010－8502 秋田市手形字大沢28－2 電話 018－889－2461
（聴講無料 事前申込不要）

令和7年度 第3回鉱業博物館開放講座

菅江真澄シリーズ 第6回講演

早坂の清水
（『月の出羽路仙北郡二〇』写本／国立公文書館デジ
タルアーカイブより）

太良坑口
（『しげき山本』写本／国立公文書館デジタルアーカイブ
より）

菅江真澄のいる風景
―湧水と鉱山―

菅江真澄肖像画
（能代市・杉本家蔵）

概要：渡し場、滝、湧水…などの“水”のある風景。洞窟、潜り岩、鉱山の坑道…
などの“洞(ほら)”のある風景。菅江真澄が特別な関心を持ち、心を寄せていた
風景をたどりながら、謎多き旅人の実像を探る。


